














































































くあるのと同じように エペンキ人のトナカイに関す こと、はも大変豊かで 。ほぼすべてのトナカイ
が自分の名前を持っている。またトナカイの各部分には細かく名前が付けられている。さらに性(オス、メス)、年齢、角や毛の色 よって呼び方違ってくる。また、長年の経験からトナカイエペンキ人はトナカイが好む鎮の種類、トナカイの病気や怪我に効く薬草なども熟知している。トナカイエペンキ人とトナカイの深いつながりは、彼らの精神世界にも反
映されている。トナカイエペンキ人の伝統的な世界観で 人間 肉体はこの世に残るが、魂は天国に行くか、もしくは地獄に落ちると解釈されている。彼らは、人間の魂自らが幸せな天国へ行くことはできず、神と人聞をとりもつ使者であるトナカイが、入院の魂を天固まで運んでくれるのだと信じている。そのため、人間が死んだら一頭のトナカイを屠殺(トナカイエペンキ人は肉食としてトナカイを利用しない)して埋葬する。 たシャ
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は、現地の基準で考えてもかなり低く、トナカイ 数が少ない人たちは政府の援助金なしでは生活ができない状態にある。また、トナカイの交通事故による死傷、人間(主に林業局員)が仕掛けた畏によって 足を折ったり、死亡したりして、トナカイ飼育を取巻く環境も問題点が多い。さらに、若者のアルコール中毒問題やキャンプ地に行きたがらないなど、トナカイエペンキ人内部で抱えて る難題も決し 少3
くない。私は一九九六年からトナカイエペン
キ入社会の変化を研究テ
l
マにし、
フィールド・ワ
i
クを続けている。な
ぜか森に図まれたキャンプ地では、よく落ち着くのである。きっと何でもお金に換えてしまいがちな現代社会失ったものがここ あるからだろう。
トナカイは中国エペンキ人のシンボルマ
i
クに指定されている。このおと
なしく、優雅な動物 多くの人に愛されることを願いたい。特に、長い間トナカイエペンキ人と付き合っ きた私としては、若者たちが自分の「伝統文化」を守ってゆくことをこころから願いたい。
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